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菅
政
権
が
浜
岡
原
発
の
運
転

停
止
を
要
請
し
た
中
部
電
力
に

は
、
も
う

一
つ
の
原
発
立
地
計

画
が
あ

っ
た
。
２
０
０
０
年
に

自
紙
撤
回
さ
れ
た
二
重
県
の
芦

浜
原
発
計
画
だ
。
１
９
６
０
年

代
、
国
策

・
原
子
力
を
推
進
す

る
中
曽
根
康
弘
に
、
漁
民
の
反

対
運
動
が
立
ち
向
か

っ
た
。

漁
民
か
ら
海
水

東
京
五
輪
か
ら
２
年
後
の
６６

年
。
茨
城
県
東
海
村
で
日
本
初

の
商
業
用
原
発
が
営
業
運
転
を

始
め
た
。

中
曽
根
は
４８
歳
。
閣
僚
を
経

験
し
、
自
民
党
で
頭
角
を
現
し

て
い
た
。
９
月
、
衆
院
科
学
技

術
振
興
対
策
特
別
委
員
会
の
理

事
と
し
て
、
社
会
党
議
員
ら
３

人
と
二
重
県

・
芦
浜
の
原
発
予

定
地

へ
視
察
に
向
か

っ
た
。
真

珠
の
養
殖
を
営
む
漁
民
が
反
対

の
声
を
上
げ
て
い
た
か
ら
だ
。

中
曽
根
ら
を
乗
せ
る
海
上
保

安
庁
の
巡
視
船
が
停
泊
し
て
い

た
長
島
町
の
港
で
、

ヘ
ル
メ
ッ

ト
や
鉢
巻
き
を
し
た
漁
民
約
３

０
０
人
が
待
ち
構
え
た
。
養
殖

で
生
計
を
立
て
て
い
た
南
元
夫

（
８６
）
は

「原
発
が
で
き
れ
ば
海

が
汚
れ
る
。
許
せ
な
か

っ
た
」

と
振
り
返
る
。
水
俣
病
や
四
日

市
ぜ
ん
そ
く
な
ど
公
害
が
社
会

問
題
化
し
、
漁
民
は
原
発
か
ら

の
排
水
で
海
が
放
射
能
に
汚
染

さ
れ
る
と
恐
れ
て
い
た
。

三
重
県
副
知
事
ら
が
岸
壁
で

小
突
か
れ
る
間
に
中
曽
根
は
巡

視
船
に
乗
り
込
み
、
出
航
し
て

約
１
５
０
厨
進
ん
だ
。
そ
こ
で

港
内
に
集
ま

っ
た
漁
船
約
３
０

０
隻
に
取
り
囲
ま
れ
た
。

「中

電
の
者
が
乗

っ
と
る
」

「
バ
カ

に
す
る
な
」
。
漁
民
た
ち
が
怒

号
を
浴
び
せ
て
巡
視
船
に
よ
じ

登

っ
て
き
た
。
海
上
保
安
官
は

羽
交
い
締
め
に
さ
れ
、
中
曽
根

も
ひ
し
ゃ
く
で
海
水
を
か
け
ら

れ
、
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な

っ
た
。

中
曽
根
は
巡
視
船
長
に

「船

を
出
し
な
さ
い
」
と
命
じ
た

が
、
漁
民
た
ち
は
甲
板
で
寝
転

ん
で
対
抗
。
中
曽
根
は
や
む
な

く
中
止
を
決
め
、
漁
民
１
人
ず

つ
の
手
を
握

っ
て

「社
会
党
ば

か
り
ひ
い
き
せ
ず
、
自
民
党
も

大
事
に
し
て
く
れ
」
と
声
を
か



1963生F
l月 1日  「鉄腕ア トム」放送開始

1964生F               ‐      |

7月 27日 中部電力が二重県の芦浜原発計
画を正式発表

11月 30日 東京電力が福島第一原発の建設
計画を発表

1965盗F                     I   
‐

5月 31日 新潟水俣病の発生を公式確認。
公害問題が深亥J化

1966生
「

7月 25日  日本初の商業用原発、東海原発
が運転開始

9月 19日 中曽根 らの芦浜視察を漁民が阻
止 (長島事件 )

1967盗
「

                |

9月 28日  中部電力が浜岡原発計画を正式
発表

1971盗F              I      
‐

3月 26日 福島第一原発 1号機の営業運転
開始

電源三法が公布
原子力船 「むつ」が放射線漏れ
事故

日
日

年

６
１

７４

月
月

‐９

６
９

1976盗F                I         ‐

3月 17日  浜岡原発 1号機の営業運転開始

1994盗F                I        I

8月 22日  東電が福島第一原発 7、 8号機
の建設申し入れ

2000生
「

2月 22日 北川正恭二重県知事が芦浜計画
撤回を表明

け
た
。「反

対
」先
鋭
化

だ
が
、
中
曽
根
は
怒

っ
て
い

た
。
宿
泊
先
を
訪
ね
て
き
た
三

重
県
漁
連
常
務

の
富
原
九

一

（
９３
）
に

「
こ
こ
ま
で
く
る
と
事

件
だ
」
と
ぶ
ち
ま
け
た
。
二
重

県
警
に
は
当
時
の
幹
部
が
中
曽

根
か
ら

「国
会
議
員
が
視
察
す

る
の
に
、
な
ぜ
排
除
で
き
な
い

ん
だ
」
と
問
い
詰
め
ら
れ
た
と

一
ぃ

“
動
縣
郭
醸
％
ｒ

後
に
捜
査

本
部
を
設
置
。
事
件
当
日
に
海

保
が
撮
影
し
た
写
真
か
ら
特
定

し
た
３０
人
を
公
務
執
行
妨
害
容

疑
な
ど
で
逮
捕
し
た
。

帰
京
し
た
中
曽
根
の
も
と
に

二
重
か
ら
釈
放
を
陳
情
す
る
人

が
続
い
た
。
県
漁
連
の
山
下
健

作
（
８４
）
は
中
曽
根
か
ら

「原
発

を
受
け
入
れ
な
さ
い
。
そ
う
す

れ
ば
す
ぐ
に
解
き
放
し
て
あ
ガ

る
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
問
柄
侃

也
（
７５
）
は
取
り
調
べ
の
検
事
か

ら

「中
曽
根
さ
ん
は
罪
を
軽
く

し
て
や

っ
て
く
れ
と
言

っ
て
い

る
ぞ
」
と
原
発
容
認
を
迫
ら
れ

た
と
証
言
す
る
。

結
局
、

２５
人
が
起
訴
さ
れ
て

有
罪
判
決
を
受
け
た
が
、
反
対

運
動
は
立
地
計
画
の
自
紙
撤
回

ま
で
や
ま
な
か

っ
た
。
全
国
の

漁
民
に
も
原
発

へ
の
怒
り
が
広

が
り
、
富
城
県
の
女
川
原
発
計

画
、
青
森
県
か
ら
出
航
し
た
原

子
力
船

「
む
つ
」

へ
の
反
対
闘

争
に
飛
び
火
し
た
。

中
曽
根
が
２０
年
後
、

「
ち
ょ

っ
と
や
り
す
ぎ
た
な
」
と
旧
制

高
校
時
代
の
親
友
に
語

っ
た
こ

と
を
、
元
社
会
党
参
院
議
員
の

山
本
正
和
（
８３
）
は
こ
の
親
友
か

ら
聞
い
た
。
事
件
が
原
発
政
策

の
転
換
点
と
な

っ
た
の
は
間
違

い
な
い
。
政
府
は

「
カ
ネ
」
で

原
発
立
地
を
推
進
し
始
め
る
。

６８
年
度
の
原
子
力
関
係
予
算

に
初
め
て

「広
報
啓
発
費
」
約

１
千
万
円
を
計
上
。

７４
年
に
は

立
地
地
域
に
多
額
の
交
付
金
を

投
入
す
る

「電
源
三
法
」
が
成

立
し
た
。
中
曽
根
は
通
産
相
と

し
て

「地
元
住
民
の
反
対
で
着

工
で
き
な
い
例
も
あ
る
」
と
説

明
し
た
。
芦
浜
の
地
元
、
紀
勢

町
だ
け
で
７
億
円
が
２０
年
間
に

わ
た

っ
て
交
付
さ
れ
た
。

「炭
鉱
で
ガ
ス
に
や
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
原
子
炉
が
よ
け

い
危
険
だ
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー

は
な
い
」
。
中
曽
根
は
原
発
の

安
全
性
を
強
調
す
る
答
弁
を
続

け
た
。
通
産
省
は
米
ソ
で
原
発

事
故
が
起
き
る
た
び
に
、
日
本

の
原
発
は
安
全
だ
と
訴
え
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
た
。

だ
が
、
反
対
運
動
は

一
層
先

鋭
化
す
る
。
原
発
は

「迷
惑
施

設
」
の
色
彩
を
強
め
、
新
規
立

地
は
進
ま
な
く
な

っ
た
。
そ
の

結
果
、

６０
年
代
に
立
地
を
受
け

入
れ
た
地
域
に
集
中
し
て
増
設

が
進
み
、
古
い
原
発
を
廃
炉
に

せ
ず
使
い
続
け
る
こ
と
が
増
え

た
。
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発

は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

＝
肩
書
は
当
時
、
敬
称
略

（
鈴
木
拓
也
）
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ソ
連
の
事
故
強
調

日
本
で
事
故
が
報
道
さ
れ
た

の
は
、
発
生
か
ら
３
日
後
の
朝

だ

っ
た
。
原
子
炉
破
壊
で
ヨ
ウ

素
１
３
１
な
ど
大
量
の
放
射
性

発
斡
雌
洵
レ

界 ェ
勧
許
膠
】
Ｕ
所

１
９
８
６
年
４
月
、
中
曽
根
康

弘
は
首
相
に
な

っ
て
い
た
。
欧

州
諸
国
で
は
原
発
政
策
の
見
直

し
が
始
ま
っ
た
が
、
中
曽
根
は
　
一

左
右
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に

持
ち
込
み
、
国
民
の
目
が

「原
　
一＝鶴

の
安
全
性
」
に
向
く‐
司
ど
を
′
物
質
が
飛
散
し
、
日
本
で
も
牧

回
避
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
草
や
水
道
か
ら
検
出
さ
れ
た
。

中
曽
根
は
事
故
直
後
に
離
任

あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
駐
日
ソ
連

大
使
ア
プ
ラ
シ
モ
フ
に

「情
報

を
提
供
し
て
ほ
し
い
」
と
促
し

た
。
日
前
に
追

っ
た
５
月
の
東

京
サ
ミ
ッ
ト
で
事
故
が
議
題
に

な
る
こ
と
は
確
実
だ

っ
た
。

中
曽
根
は
２
年
半
前
の

「
ロ

ッ
キ
ー
ド
選
挙
」
で
敗
れ
、
新

自
由
ク
ラ
ブ
と
の
連
立
で
何
と

か
政
権
を
維
持
し
て
い
た
。
サ

ミ
ッ
ト
議
長
と
し
て
存
在
感
を

示
し
、
７
月
に

「
衆
参
同

日

選
」
に
踏
み
切

っ
て
政
権
基
盤

を
固
め
直
す
筋
書
き
を
ひ
そ
か

に
描
い
て
い
た
。

首
相
官
邸
で
連
日
開
い
た
事

前
勉
強
会
。
外
務
事
務
次
官
の

柳
谷
謙
介
は

「事
故
の
問
題
は

な
る
べ
く
食
事
の
席
に
限
定
す

べ
き
だ
」
と
進
言
し
た
こ
と
を

著
書
で
明
か
し
て
い
る
。
原
発

事
故
の
話
題
は
極
力
避
け
、
経

済
に
議
題
を
集
中
す
べ
き
だ
と

の
助
言
だ

っ
た
。

米
ソ
は
前
年
１１
月
の
首
脳
会

談
で
対
話
の
細
い
糸
が
つ
な
が

っ
た
ば
か
り
だ

っ
た
。
前
年
９

月
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
為
替

相
場
は
１

，レ
ド
２
４
０
円
台
か
ら

１
６
０
円
台
ま
で
急
騰
、
輸
出

業
界
は
打
撃
を
受
け
て
い
た
。

中
曽
根
は
助
言
に
従

っ
た
。

原
発
事
故
声
明
を

「原
子
力
は

将
来
と
も
ま
す
ま
す
広
範
囲
に

利
用
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」

と
の
内
容
で
ま
と
め
、
直
接
的

な
対
ソ
批
判
は
避
け
た
。

だ
が
、
中
曽
根
は
国
内
で
は

対
ソ
強
硬
派
の
顔
を
み
せ
る
。

篠:翻 ″



ソ連チェルノブイ リ原発 4号機
で爆発
日本でチェルノブイ リ事故の報
道

科学技術庁長官の河野洋平が国
会で 「我が国の炉 は型が異な
り、安全性は十分に確保」と答
弁。政府公式見解に

東京サミット開幕
臨時国会召集。野党反発の中、

衆院議長応接室で解散宣告
茨城県東海村の動力炉・核燃料
開発事業団東海事業所でプル ト
ニウム漏れ事故
衆参同 日選 、自民党が衆院304
議席、参院72議席を獲得し圧勝
自民党が中曽根の総裁任期 1年
延長を決定
国際原子力機関 (IAEA)で
原発事故の早期通報条約を採択
原子力自書が閣議報告。「今後
とも原子力開発利用を着実に進
める」と明記

198641‐ ||

4月 26日

29日

5月 2日

7月 6日

9月 11日

26日

10月 31日

日

日

　

日

４

２

　

２３

月

日
本
政
府
は

「
ソ
連
と
は
原

子
炉
の
型
が
異
な
り
、
日
本
の

原
発
は
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
」
と
繰
り
返
し
た
。
中
曽

根
も
国
会
で

「我
が
国
の
原
発

は
ま
る

っ
き
り
構
造
が
違

っ
て

い
て
心
配
は
な
い
」
と
断
言
。

政
府
は
７
年
前
の
米
ス
リ
ー
マ

イ
ル
島
事
故
で
国
内
の
同
型
の

原
発
を
停
止
し
た
の
と
は
対
照

的
に
、
今
回
は

「再
点
検
は
考

え
て
な
い
」
と
押
し
切

っ
た
。

社
会
党
は
原
発
の
是
非
で
党

内
対
立
が
続
い
て
い
た
。
ソ
連

は
事
故
情
報
の
公
開
に
消
極
的

で
、
同
じ
く
共
産
主
義
を
掲
げ

る
日
本
の
共
産
党
に
も
批
判
が

集
ま

っ
た
。
日
本
で
は

「原
発

の
事
故
」
よ
り
も

「
ソ
連
で
の

事
故
」
で
あ
る
こ
と
に
関
心
が

集
ま

っ
て
い
く
。

「反
原
発
は
左
翼
」

中
曽
根
は
、
衆
参
同
日
選
な

ら
自
民
党
が
勝
つ
と
い
う
極
秘

の
電
話
調
査
を
把
握
。
こ
の
数

字

を
幹
事
長

の
金
丸
信

に
伝

え
、

「死
ん
だ
ふ
り
解
散
」
に

踏
み
切
る
。
そ
こ
で

「原
発
」

を
攻
撃
材
料
に
使

っ
た
。

「社
会
党
は
原
発
も

（容
認

に
）
変
わ
ら
な
い
。
自
民
党
が

ダ
メ
な
時
に
交
代
す
る
ピ
ッ
チ

海
村
で
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
汚
染
事

故
が
起
き
た
が

、
そ
れ

で
も

「原
発
の
安
全
性
」
は
争
点
に

な
ら
ず
、
社
共
両
党
は
防
戦

一

方
だ

っ
た
。
投
票
率
は
７．
％
を

超
え
て
自
民
党
は
圧
勝
。
中
曽

根
は
長
期
政
権
を
手
に
し
た
。

政
府
の
原
子
力
委
員
会
の
発

足
か
ら
３０
年
。
日
本
は
３３
基
の

原
発
を
稼
働
さ
せ
、
全
発
電
量

の
２６
％
を
占
め
て
火
力
を
抜
い

て
い
た
。
通
商
産
業
省
の
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
は
衆
参
同

ャ
ー
が
幼
稚
園
。
大
学
生
に
も
　
日
選
の
２
週
間
後
、
２
０
３
０

な

っ
て
な
い
」
と
唱
え
、
原
発
　
年
に
５８
％
ま
で
拡
大
す
る
構
想

を
認
め
な
い
政
党
に
政
権
担
当
　
を
発
表
し
た
。

能
力
は
な
い
と
主
張
。
実
現
は
　
　
１
９
８
６
年
１０
月
３．
日
の
閣

し
な
か

っ
た
が
、
野
党
が
提
案
　
議
に

「着
実
に
原
発
を
推
進
す

し
て
き
た
党
首
討
論
会
の
テ
ー
　
る
」
と
す
る
原
子
力
自
書
が
報

マ
に

「原
発
の
是
非
」
を
加
え
　
生
口
さ
れ
た
。
中
曽
根
は
そ
の

る
よ
う
求
め
た
。
社
会
党
出
身
　
夜
、
原
子
力
開
発
３０
周
年
記
念

の
北
海
道
知
事
と
し
て
泊
原
発
　
懇
親
会
で

「原
子
力
は
さ
ら
に

を
容
認
し
た
横
路
孝
弘
ば

「
ソ
　
安
全
に
確
実
に
、
平
和
と
人
類

連
は
日
本
の
科
学
技
術
よ
り
遅
　
に
貢
献
す
る
よ
う
育

っ
て
い

れ
て
い
る
と
い
う
国
民
全
体
の
　
く
」
と
宣
言
。
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ

意
識
を
う
ま
く
中
曽
根
さ
ん
が
　
り
原
発
事
故
直
後
の
衆
参
同
日

使

つ
た
」
と
振
り
返
る
。
　

　

　

選
で
圧
勝
し
た
自
民
党
は
、
国

「ｒ反
劇
刻
「
ｄ

「
―

測
ヨ
到
「

策

・
票
子
力
を
続
行
し

て
い

‐力
「
を
結
び
づ
け
る
戦
昭
硼
月
「
く
。
＝
肩
書
は
当
時
。
敬
称
略

た

っ
た
。
選
挙
中
に
茨
城
県
東
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
京
平
）

… …                                               
一
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1月 25日  西 ドイツの総選挙で脱原発の

「緑の党」が躍進
11月 10日 イタリアの国民投票で原発反対

派が圧勝
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6月 7日  スウェーデンで原発廃棄法案可
決


